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国立成育医療研究センター 遺伝子細胞治療推進センター／臨床研究センター
国立病院機構 宇多野病院
国立病院機構名古屋医療センター
理化学研究所 生命機能科学研究センター（多細胞システム形成研究センター） 網膜再生医療研究開発プロジェ
クト

	Ⱚ 公立研究所・病院
栃木県立がんセンター研究所 ゲノムセンター
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千葉県こども病院 こども・家族支援センター
千葉県こども病院 遺伝診療センター
兵庫県立こども病院
東京都立多摩総合医療センター ゲノム診療部
加古川中央市民病院 遺伝子診療部
公益財団法人 日本心臓血圧研究振興会附属 榊原記念病院

	Ⱚ 民間病院・クリニック等
医療法人財団足立病院 足立病院 遺伝診療部
IVF JAPAN GROUP IVF なんばクリニック
浅田レディースクリニック
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サノフィ株式会社
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